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「銀屋んにき」／長崎弁で銀屋周辺の意

一般社団法人 是真会 長崎リハビリテーション病院／在宅支援リハビリテーションセンターぎんや 広報誌
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基本理念

質の高いリハビリテーションサービス
を集中的且つ効率よく提供すること
で、地域に貢献します。

専門職が徹底したチーム医療を追求
し、患者さまやご家族の満足度の高い
医療サービスの提供を目指します。

地域連携を推進し、急性期（救急）医療
および在宅維持期を支えます。

職員が誇りと責任を持って働ける、安
心できる職場環境作りを行います。

地域に開かれ、地域から支えられる存
在となれるように努めます。

編集後記

平成30年6月～11月（6ヵ月間）の施設基準実績

　本号より、新たに多職種からなる広報誌
プロジェクトをつくり編集しました。日ごろの取
り組みを各スタッフの想いも含めお伝えして
いきたいと考えています。平成31年度は広
報誌の年間テーマを「新たな10年に向け
て、大事にしていくこと、これから取り組むこ
と」として新たな理念とともに、さらに進化を
目指す当法人の方向性をお伝えしていきま
す。ご期待ください。
（新理念は次号でご紹介します）
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※当院が算定する入院基本料は、70％以上が基準となっています。

新たに入院した方の中で、日常生活機能評価が10点以上だった人の割合

退院時の運動能力 ― 入院時の運動能力

入院期間 ÷ 診療報酬上の算定上限日数

在宅復帰率 93.50%
自宅・居宅系介護施設等・介護医療院・介護サービスを提供している
有床診療所へ退院した患者（死亡退院・再入院患者を除く）

死亡退院・一般病棟への転棟・転院患者・再入院患者を除く退院患者

※当院が算定する入院基本料は、30％以上が基準となっています。

重症患者割合 40.60%

※回復期リハビリテーション病棟に入院した結果、自立度や介助量がどれだけ回復、改善したのか示す指数です。
　当院が算定する入院基本料は、37以上が基準となっています。

リハビリテーション
実績指数 45.31

西日本豪雨災害で災害リハビリテーション支援
　平成30年7月の西日本豪雨災害において、7/25～26・
8/2～8/4の2回に分けNagasaki-JRATの協力医療機
関から混成チームを結成し、当院からは計5名のスタッフ
が、避難所における生活不活発病による災害関連死を
防ぐ目的で災害リハビリテーション支援を行いました。
※　Nagasaki-JRAT＝全国に都道府県単位で災害リハビリテーション
支援を目的に組織されている「地域JRAT」の長崎における組織。長
崎県内34の協力医療機関で構成。

秋祭りにて、上柿元勝シェフ特製スープ提供
　10月21日に開催した秋祭りに
て、今年は上柿元勝シェフの特
製スープを提供しました。自然
の恵みに感謝し、心を込めた料
理の提供を続ける上柿元氏の
スープは大好評。スープを飲ん
だお客さまの顔からは笑みがこ
ぼれていました。

時津風部屋の力士が当院を訪問
　１１月２日、時津風部屋の豊山関と豊ノ島関が来院し
ました。当日は正面玄関に時津風部屋ののぼりを立てて
歓迎。大きな拍手と歓声でお２人を迎えました。患者さま
の前で九州場所に向
けての抱負やメッセー
ジを力強く語ったお２人
は、記念写真や握手に
も気さくに応えてくださ
り、思い出に残る１日と
なりました。

※

平成30年4月～9月（6ヵ月間）の診療実績
患者数
新規入院患者数
退院患者数
外来患者数（のべ）
※新規入院患者とは継続入院の
　患者を除いた人数

280人
306人

1,580人

新規入院患者　疾患別人数・平均在院日数
　疾患名
脳血管疾患
運動器疾患
廃用症候群
適応外疾患

疾患別人数
210人
61人
8人
1人

平均在院日数
87.22日
54.53日
42.64日
47.67日

新規入院患者内訳

人数
うち、65歳から74歳の割合
うち、75歳以上の割合

合計  
280人
24％
54％

女性  
134人
19％
66％

男性  
146人
29％
43％



退院されそれぞれの生活に戻られた
患者さまとご家族の声に耳を傾けた3日間。

住み慣れた地域でその人らしく
いきいきとした暮らしを送っていただくために何が必要か、

日頃の業務を検証する貴重な経験となった
五島訪問の様子をレポートします。

五島訪問 2018レポート
福江島
（五島市）

中通島
（上五島町）

小値賀島

奈留島

福江島
（五島市）

中通島
（上五島町）

小値賀島

奈留島

特集

２０１８年　五島訪問行程

８月２日　長崎港→福江港　福江島・奈留島訪問

８月３日　午前　引き続き福江島訪問→上五島へ

８月４日　午後　上五島・小値賀島訪問→長崎へ

五島列島へ。
患者さまを訪ねる旅に出発！
　大小の島々が点在する長崎県。
人が住む有人島の数も、日本一と
言われています。
　当院では開院当初より、五島列
島など島在住の患者さまを受け入
れています。患者さまの数は徐々
に増え、８年前から毎年夏に、当
院スタッフによる五島訪問を実施
し、２泊３日で五島列島を巡りま
す。退院後、ご自宅へ戻られた患
者さまの現状を拝見すると共に、

退院を控えた患者さまの病前生
活についての情報収集や、退院
後に向けた環境調査を主な目的と
しています。また、現地で入所中の
施設や利用中の通所事業所など
を訪ね、スタッフの皆さんへのあい
さつや施設見学をさせていただい
ています。
　２０１８年は栗原理事長をはじめ
とする総勢１８名にて、８月２日から
４日までの日程で五島列島へ。訪問

初日の五島市（福江島）での活動
を中心に、取り組みの様子をご紹
介します。
　８月２日、出発日。晴天に恵まれた
長崎港をジェットフォイルで一路、
福江港へ向かった訪問団は１時間
半の船旅を終え、島に降り立ちまし
た。ここからは病棟ごとと地域連携
室の4グループに分かれて行動。
患者さまが生活するご自宅、施設、
病院など島内を回り、さらに午後か
らはスタッフ２名が船を乗り継いで、
奈留島へ向かいました。
　各グループは多職種によって構
成されます。それぞれ出発前には、
たとえば退院時の体の動きや食
事、排泄といった身の回りの動作、

家事動作など患者さまの状況を、
電子カルテや入院当時の担当者よ
り情報収集したうえで、訪問に臨み
ました。

８月２日

８月3日・4日

８月2日・3日

８月4日

福江港ターミナル前で全員
集合。ここからグループに分
かれて訪問スタート。

な る

長崎県

五島列島
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最
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の島、五島列島を訪

問！



笑顔とともに穏やかな

　初日の午後、４階チームがお邪魔
したのは、２０１７年１２月に退院され
た患者様のご自宅です。介護され
ているご家族に、「ご家族は介護に
対しての負担を感じていないか」
「自宅のトイレで排泄できているか」
「トイレの後に気分が悪くなることは
ないか」「日課としていた毎日のお
祈りは続けているか」と、入院中に
練習してきた事や、入院前の日課が
継続できているか等、担当スタッフ
からの質問事項を確認。また、入院
時の担当者が同行できなかったた
め、メッセージをしたためた色紙をご
本人へお渡ししたところ、笑顔に
なってくださったことがとても感動的
でした。
　別のお宅では、入院時は精神面
が不安定だった方がその時のご自
分について、客観的にお話される姿
に驚く場面もありました。
　一方、課題を感じる場面も。患者

さまの中には「五島ではしっかりとし
たリハビリをできるところが少ない」
と話す方や、「昼間はやることがな
い」と話す方も数名い
らっしゃいました。退
院後どのように活
動性を維持していく
のか、現地の医療機
関との連携を含めた
フォローアップの重要
性は、課題のひとつで
あり、特に上五島は訪問
リハビリなどのサービスが不
足しているように感じました。
　当院では、上五島病院とＷＥＢシ
ステム「あじさいネット」を用いた遠
隔でのカンファレンスを行っていま
す。また現地訪問の折には、同病院
の皆さんと情報交換会を開催。生
活期スタッフも参加する中、当院へ
紹介された患者さまについて急性
期・回復期・生活期それぞれの視点
から経過を報告し、情報を共有して
います。
　五島訪問を終えた今、思い出
すのは入院中とはまたちがう、
自然体の笑顔です。私たち
が今後さらに取り組むこと
ができるのはどんなこと
か。退院後の生活を想
定した介護指導、退院時

のマネジメントなど課題はまだまだ
山積みです。ご家族や地域の人々

を巻き込んだ活動・参加の支
援も考えなくてはなりま
せん。
　いずれにして

も住み慣れた地域とそこに暮らすご
家族や友人たちの存在は癒やしに
なるだけでなく、患者さまの可能性
を引き出します。そんな目には見え
ない大きな力を感じ、改めて原点に
立ち返ることができた３日間でした。

久しぶりの再会は

お声掛けした時のこの
穏やかな表情に、私たち
スタッフも癒されました。

上五島病院との交流会の様子

医師２名
看護師４名
理学療法士５名
作業療法士２名
言語聴覚士１名
介護福祉士１名
社会福祉士２名
事務１名

訪問スタッフの内訳（２０１8年）

離島からの受け入れ患者数
31名（２０１７年度）

訪問した患者さまの人数
３４名（２０１８年）（入院中3名含む）

私たち2人は
奈留島へ
向かいます。

今後の取り組みに
活かせるよう
3日間がんばるぞ！



五島訪問を終えて
訪問終了後には病棟単位での報告会をはじめ、

全職員を対象にした報告会を設け、訪問の成果とともに
今後の課題について共有しました。

　自宅への退院が困難だと考えていた方でも、地域のサポートを
受けながら生活は可能であると感じました。ただ訪問リハなどの
サービスは不十分であり、特にリハサービスが不足している上五
島の患者さまのＡＤＬ（日常生活動作）が低下している印象を受け
ました。
　高齢夫婦お２人の生活であっても、五島ではごく普通のこと。
「子どもは大きくなったら出ていくもの」と考える方が多く、色々考え
ながら頑張っているというケアマネジャーの話を聞き感銘を受けま
した。困難なケースであっても、現地スタッフに相談すれば方法が
見つかるのではないか。そのためには、今回の五島訪問は顔の見
える関係作りに大いに効果があったと考えます。

　スタッフのことを思い出して涙を
流す方もおられ、患者さまにとって
当院での入院期間は非常に大き
なものであることを実感しました。

　一番印象に残っているのは、地域の特性に合わ
せ、ご家族が「頑張りすぎない介護」を実践していた
こと。仕事との両立をやめ、力での移乗もやめ、家族
のストレスが少しでも和らいだことで介護される当事
者の方も笑顔が増えたとか。これには考えさせられる
ものがありました。こういう介護の方法もあるのだと、
ご家族に提示することが今後できるなと思いました。

　五島のサービス、リハビリなど社会資源に
ついて分からないことや患者さまの能力（歩
行介助方法など）も伝えきれていない状態が
多いと思いました。あじさいネットのような共
有できる場を活かしていきたいです。

　ご家族さまが患者さまのこ
とや生活状況を、入院中に面
会に来ている時よりも、実際の
環境に沿って詳しく話してくだ
さいました。

　私たちが提案した内容に対し、地域の方
から病前の生活をそのまま持続したいとい
う希望が聞かれ、環境面を変更するつもり
でしたが病前のままにしました。地元の方
からその地域の特性や性格を細かく聞くこ
とができるという点について、五島訪問に行
かなければ分かりませんでした。

　住み慣れた地域に
帰ると、入院中よりも
表情が良く、活動的な
生活を送っている方
が多かったです。

　介護に専念するため
に仕事を辞めたご家族
も。本人のペースに合わ
せて生活できるので介
護が楽になったと笑って
おられすごいなと感じま
した。五島ではリハビリ
ができるところが少ない
とおっしゃる方もおられ
たので、退院後の自主
練習などの提案も重要
だと思いました。



NBCラジオ
公開収録

　２０１８年１月より毎週土曜日に放送
中のラジオ番組「勝手気ままラジオ！　
川瀬隆史の“座・暴走老人”」は、かつ
ての人気番組「川瀬隆史の電リクマ
ン」で初代ＤＪを務めていた川瀬隆史
さんが、３０年ぶりにマイクの前に立っ
た話題の番組です。７月２１日放送分
からは、当院の栗原理事長が毎月１、
２回ペースで出演。川瀬さんとの対談
を通して、リハビリテーション医療や地
域リハビリテーションについて分かり
やすくお伝えしています。
　１０月２０日・２７日の放送では、当院
で行われた公開収録の模様をお届
けしました。栗原理事長、人材開発
部長の伊東由美子、人材開発副部
長・栄養管理室長の西岡心大、歯科
衛生士リーダーの大石佳奈、地域リ
ハ推進部副部長の本田憲一、そして
当院を退院された後、患者・家族の
会「長崎シャチ（幸）の会」の世話人
をされている白濱詩子さんも出演。リ
ハビリテーション病院で果たす役割
や、患者さま・ご家族を取り巻くチーム
について、そして退院後の地域での
支援について、それぞれの視点から
お話ししました。

　川瀬さんの軽快なトークにリードし
ていただき楽しく進んだ公開収録。好
評につき、来年も継続することが決定
しました。次回は当院スタッフだけで
なく、地域リハビリテーション活動に参
加されている方々にもお声掛けでき
ればと思います。
　年を重ねても、障害を持っていて
も、いきいきと暮らせる街づくりを目指
して、今後も情報発信をしていきたい
と考えています。

ー病院が開院して１０年。振り返っ
てみていかがですか？
栗原理事長／最初の頃は、当院の
役割を知っていただく過程の中で、
随分しんどい思いをしたこともありま
したが、今はある程度理解していた
だいているように思います。ますます
高齢化が進み医療界の情勢が急速

に変化する中で、これからもっと我々
の役割を発信できるようになればと
思います。
ーこれからの１０年、２０年も責任
重大ですね。
栗原／いかに若い人材を次の担い
手として、この病院で育てていくかと
いうことが緊急課題だと思っていま
す。この病院ができた最初の目標、そ
れだけは忘れないで欲しい。地域の
方々の理解や応援も、ますます重要
になってくると思います。

ー患者さまと接する際に一番大
切にしなければならないことは何で
すか？ 
伊東／たくさんあると思いますが、そ
の方の病前の生活をきちんと知って
おくこと、そしてご家族やご友人との
関係性も重要な情報になると思いま
す。また、チームの誰かが得た情報
を全員に発信し、そして何が重要な
のかを協議することも大切です。

ー管理栄養士のお仕事は随分、
幅が広いんですね。
西岡／以前の病院の栄養士は、ドク

ターの指示にしたがって数字通りの
食事をきちっと作ることが主な仕事
でした。最近はチーム医療がさかん
になり、管理栄養士も病棟に入って
患者さまとお話をしたり、お体にさ
わったりしたうえで評価を行い、栄養
計画を作成します。体格や運動量な
ど個人差を踏まえ、適切な食事内容
を提案しますので個人対応も多くな
ります。食事を作る厨房スタッフも大
切なチームの一員です。

ー最近は研究が進み、体と口腔機
能の関係性が重視されるようになり
ました。
大石／当院のように、歯科衛生士が
常駐する病院や施設が増えてきたこ
とは嬉しいですね。
　口腔機能を維持するためには、歯
科衛生士だけではできないこともたく
さんあります。口腔内の清掃など、私
たちがきちんと評価を行ったうえで、
他の職種の方たちでもやりやすい方
法を考えて提案しています。

ー地域リハ推進部の仕事内容に
ついて教えてください。

本田／「在宅支援リハビリテーション
センターぎんや」を利用される方の
対応や、訪問リハビリ、さらに予防面
としてはサロンなどへスタッフを派遣
する取り組みも行っています。また退
院後、患者さまは色々な介護サービ
スを受けられる訳ですが、そこにた
ずさわる専門職の方との勉強会や、
ケアマネジャーさんとの協業なども私
たちの仕事です。

ーシャチ（幸）の会の活動を通し
気持ちの変化はありましたか？
白濱さん／入院時はすごく落ち込
んでいましたが、皆さんのおかげで
現在にいたっています。
　シャチ（幸）の会では年１回、体験
談発表会を行っています。病気を患
われたご本人とご家族の方のお話
を聞いて、私自身、刺激になってい
ます。

ＮＢＣラジオ
勝手気ままラジオ!　川瀬隆史の“座・暴走老人”
毎週土曜１７時～１７時半

ＮＢＣ長崎放送ラジオ

勝手気ままラジオ！

川瀬隆史の“座・暴走老人”

人材開発部長 伊東由美子
人材開発副部長・栄養管理室長 西岡心大（左）
歯科衛生士リーダー 大石佳奈（右） 地域リハ推進部副部長 本田憲一 長崎シャチ（幸）の会世話人 白濱詩子さん

これまで放送したテーマ
７月２１日
７月２８日
８月４日

８月１８日

９月８日

リハビリテーションとはなにか
地域医療連携と地域包括ケアについて
長崎の斜面地について
拠点病院の役割と紹介状について
定年後の生活をいきいきと過ごすために
地域住民活動（地域社会との接点）について
高齢者のスキルや経験を役に立てること
脳の老化防止について　口から食べることの大切さ

１０月２０日・２７日

放送分より

公開収録 ｉｎ 長崎リハビ
リテーション病院

ＮＥＷＳ!

情報発信中！
いきいきと暮らせる
街づくりを目指して

地域医療連携と地域
包括ケアについて語る

栗原理事長　×　長崎みなとメディカルセン
ター理事長兼院長　兼松隆之先生

　地方独立行政法人　長崎市立病
院機構　長崎みなとメディカルセン
ターで、理事長兼院長を務められて
いる兼松隆之先生と栗原理事長の
対談が、７月２８日と８月４日に放送さ
れました。
　長崎みなとメディカルセンターは、
地域における急性期医療の核を担
われている病院のひとつです。川瀬
さんから投げかけられる疑問点や問
題点に答える形でトークは進み、地
域医療連携と地域包括ケアについ
て展開。情報共有することや広報の
必要性、誰かのために何かの役割を
担うことの大切さについても語り合い
ました。

地域活動に男性の参加を促すことの難しさも語ら
れ、それぞれの料理自慢のお話も飛び出しました。
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3つの
班が活動中

　介護保険制度とともに当院の
ような回復期リハビリテーション病
棟は2000年に誕生しました。救

急医療からできるだけ早くリハビ
リテーションを開始し、短期に集
中して機能を回復し、必要があれ
ば介護保険の分野でもリハビリ
テーションを継続しつつ、病前の
自立した生活にできるだけ早く戻
ることができるようにと、日々、進化

を目指しています。
　一方、団塊の世代が75歳を超
える2025年には、今以上にご高
齢の方が増え、それを支える働く
人口は少子化が進み減少しま
す。今の社会保障制度では対応
できないことは明らかであり、この
ことに対応しようと、国は「地域包
括ケアシステム」という仕組みづく
りを推進しています。「住まい」
「医療」「介護」「予防」「生活支
援」の面から介護が必要な方や
ご高齢の方をサポートし、住み慣
れた街で人生を最後までいきいき
と過ごすために様々な取り組み
が進められています。
「地域リハビリテーション」とは、

その「地域包括ケアシステム」を
リハビリテーションの立場から支
えようというものです。
　私たちは、この「地域リハビリ
テーション」の推進を法人理念に
掲げています。医療、介護サービ
スの提供にとどまらず、介護予防
など保健・福祉においても「地域
リハビリテーション」の考え方を全
ての活動の軸に置いています。
　「地域包括ケアシステム」を支
えるために具体的には「集う」
「出る」「育む」の３つの班をつく
り、入院患者さま、退院患者さま、
地域の方々などを対象に集いの
場や活動の場づくり、介護や健康
をテーマにした学びの提供など

活動は多岐にわたります。
　活動に関わるスタッフは、ボラン
ティアとして参加します。業務とは
離れたところで知識や技術を発
揮し、活動を通して自身も地域づ
くりを学ぶ貴重な機会になってい
ます。

１０月から始まった磨屋サロン。
磨屋地区の高齢者の皆さんが
ストレッチ運動、茶話会、カラオ
ケなどを楽しんでいます。

少子高齢化が深刻な社会問題としてとらえられている今、
地域リハビリテーションの役割はさらに重要になっています。
リハビリテーションは病院や施設の中だけにとどまりません。
街づくりを支える大切な取り組みのひとつとして
皆さんも私たちと一緒に考えてみませんか？

　障害のある子供や成人・高齢者とその家族が、住み慣れたと
ころで、一生安全に、その人らしくいきいきとした生活ができるよう
に、保健・医療・福祉・介護及び地域住民を含め生活にかかわる
あらゆる人々や機関・組織がリハビリテーションの立場から協力
し合って行なう活動のすべてを言う。（日本リハビリテーション
病院・施設協会　2016改定）

地域リハビリテーション

地域リハビリ
テーションとは

住み慣れた街で
安心して暮らすために

現場ヴォイス

地域リハビリ
テーションの推進

？



ここでは「集う」「出る」「育む」の３つの班が、
この１年間に取り組んだ具体的な事業内容についてご紹介します。
２０１９年も新たな企画の立案や活動に、
積極的に取り組んでいきます。

私たちはこんな活動に
取り組んでいます！

“銀屋通りを憩いの場に、集いの場に”をキーワードに、居場
所・行く場所・集う場所をつくることを目的にした事業です。現
在は主に３つの活動を行っています。

毎月１回、当院で行わ
れる料理教室。当院を
退院された方に、講師
としてメニューの考案
から調理指導まで担当
していただきます。参加
者は毎回１０名程度で、
調理や試食を通してコ
ミュニケーションの場に
もなっています。

かい

かいらくき

ふくらた

活動情報

多楽福会

集
う
班

患者さまとご家族の会。体験談発表会、茶話
会、ウォークラリーなど自主イベントを実施。

長崎シャチ（幸）の会

入院されている患者さまや地域の書道教室
に通う小学生など、季節ごとに作品を出品し

ていただき院内ロビーに展示。展示を見た方々に感想を書
いていただき、出展者へお伝えしています。

季楽会

当事者や介護者、まわりの支援者などが“学ぶ”をキーワード
に活動を展開。日頃の業務で困っていることや疑問点など、活
発に意見を出し合い協議する場にもなっています。

在宅支援リハビリテーションセンター銀屋にて、毎月１回、近隣
の介護保険事業所スタッフを対象に、ミニ講義と実技指導を
実施。主に介護にたずさわるスタッフが交流を図ることで、地
域におけるサービスの質を互いに高め合う目的があります。

活動情報

リハ・ケア交流会
銀屋町周辺にお住い
の方を対象に行って
いる講話会。健康に
対する住民の方の疑
問・質問に専門家が
答えながら、健康への
意識を高める取り組
みです。当院にて２カ
月に１回開催、時間は
１８時～１９時頃。

健康教室

リクエスト講座や市町事業など、外部へ“出る”をキーワードに活
動。依頼に応える形で当院スタッフを外部へ派遣しています。

銀屋町公民館で月２回実施。日々
元気に過ごすことを目的に、地域の
人同士が交流し、つながりを深めて
います。転倒予防や筋力アップする
ための体操などを行っています。

活動情報

ぎんやウキウキ体操教室
長崎市医師会保健福
祉センター主催で第２、
４土曜１４時～１５時半
に実施。健康体操や講
話を行っています。

はつらつサークル医師会

長崎市地域包括支援センター連絡協議会主催による、
在宅で介護をされているご家族や介護に興味がある方
を対象にした教室が、平成
29年に開催されました。ベッド
上の動作の指導や、車イス
への移乗方法など基本的な
介護動作の説明、実技指導
を行いました。

よろず介護教室
地域包括支援センターが定期的に主催していま
す。ここに地域の住民の方々、医療や介護の専
門職などが集い、地域の様々な問題やその対応

など検討して
います。私た
ちも医療の立
場で参加して
います。

地域ケア推進会議

育
む
班

現場ヴォイス

出
る
班



今回のまちぶらは特別編！
長崎市中心部で１０月７日から９日まで行われた、
長崎くんちの最終日「お上り」の様子を振り返ります。

地域とのつながりを深める

長崎くんち
　諏訪神社の秋季大祭「長崎くん
ち」。その歴史は寛永１１（１６３４）
年、２人の遊女が謡曲「小舞」を奉
納したことがはじまりと言われていま

す。当時から豪華絢爛な奉納踊が
見どころのひとつに挙げられ、現在
は当院の所在地である銀屋町を含
む５９の町が、７年に一度の持ち回り

で奉納しています。
　次回、踊町を務める２０２１年を３
年後に控えた今年、銀屋町は「年番
町」と呼ばれる役回りを担当しまし
た。年番町とは諏訪神社の祭事を
取り仕切る、重要な役を担う町のこ
とを言います。年番町の役員は、そ
の年の元旦から年末まで神事に従
事します。当院の栗原理事長も奉賛
会長としてさまざまな神事にたずさ
わり、くんち当日は銀屋町の皆さんと
一緒に「お上り」と「お下り」の行列
のお供にも付きました。

　お上り、お下りは諏訪、住吉、森崎
の３体の御輿が、古式にのっとって長
い隊列を組みながら静かに進んでい
きます。当院でも希望者を募り、スタッ
フ家族４組が稚児行列へ加わること
になりました。
　また、お上りでは、銀屋町がお旅
所と諏訪神社の中間地点に位置
するため御輿行列の休憩に毎年当
院を開放し、皆さんに利用していた
だいています。今年も３体の御輿が
当院前に静かに到着すると、行列
の参加者や見物人で大いに賑わ

い、患者さまの中には、明るい表情
で記念撮影される方もいらっしゃい
ました。
　地域に根ざし、そして開かれた病
院を目指す当院にとって、地域との
つながりを深めるための貴重な場で
もある長崎くんち。３年後には踊町
の一員としてたずさわる予定です。

長崎
まちぶら
散歩

特別編 当院前で休憩中の栗原理事長とスタッフ、そしてご家族の皆さん。
くんち最終日とあって疲れが出たのか、こどもたちは夢の中でした。

3年後
は

スタッ
フも参

加

鯱太鼓
を

奉納し
ます！

休憩を終え諏訪神社
へ向かう、栗原理事
長（先頭から２番目）と
銀屋町の皆さん。
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